
特殊原価調査とは、将来の経営行動を選択する際に実施

する意思決定目的の原価に関する分析と評価の作業をい

い、臨時的、随時的に行われるものである。

建設業における具体例としては、特定注文の受注可否の

決定や積算用資料として過去の仮設作業のコストの収集

と分析、また、建設機械取換用の検討資料作成のための

原価に関連する計算あるいは調査の実施などがある。

正味現在価値法とは、投資によって生じる年々の正味の

現金流入額を現在価値に割り引いた価値の合計額から投

資額を差し引いて、その投資案の正味現在価値を計算し

正味現在価値がプラスであれば、その投資は有利であり

マイナスであれば不利であると判定する方法である。

なお、設備投資の資金には資本コストがかかっているた

め、キャッシュ・フローの割引率には資本コスト率を使

うことになる。
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